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熊本地震により石垣が崩落した町道山口甲佐線（船津区）
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震
災
か
ら
２
か
月
が
経
っ
た
本
町

で
は
、
各
種
支
援
制
度
の
受
付
や
応

急
仮
設
住
宅
の
入
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。
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感
じ
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し
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て
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体
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懸
命
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い
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た
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す
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元
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い
て
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ま
す
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私
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多
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広
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こ
う
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じ
て
届
け
な
け
れ

ば
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じ
ま
し
た
。

　

地
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戻
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時
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張
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み
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で
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り
越
え
ま
し
ょ

う
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（
み
）

 住　所 氏　名 性別 保護者

豊　内　大塚　陸
りく

虎
と

　男　俊　輔

仁田子　寺本　季
き き

生　女　光　太

早　川　村上　優
ゆ め

芽　女　　彰　

有　安　赤星　蓮
れん

華
げ

　女　慧　真

仁田子　福岡　ちよ　女　裕　輔

白　旗　月岡　桜
さ く ら

花　女　成　祐

お誕生おめでとう
birth

項目 数 増減

男 5,206 △８

女 5,824 10

計 11,030 ２

世帯数 4,301 ２

平成28年４月30日現在

甲佐町の人口・世帯数
data

お悔やみ申し上げます
condolence

ひとの動き（敬称略）

４月11日（月）～５月10日（火）

レシピ提供：料理研究家　沼田峰子さん（北原区）

ジャガイモの巾着
ご結婚おめでとう

marriage

 住　所 氏　名 

　　夫　府　領　石本　　武

　　妻　玉名市　永田　桃代

　　夫　白　旗　岡本　大輝

　　妻　上早川　岩吉　真弥

　　夫　上早川　荒田　尚輝

　　妻　船　津　仲原沙也加

　　夫　西寒野　吉松　友紀

　　妻　嘉島町　笠　由圭里

材料（４人分）

寿司用アゲ …………………８枚
卵 ……………………………８個
ジャガイモ ……………２～３個
砂糖 ……………………大さじ３
しょう油 ………………大さじ３
酒 ………………………大さじ１
だし汁………………………600cc
つまようじ …………………８本

［

［

 住　所 氏　名 年齢 世帯主

岩　下　清村　計一　90　計　一

田　口　塚本ハツエ　97　ハツエ

早　川　宮部　　晃　75　キヌヱ

糸　田　緒方　正弘　83　正　弘

糸　田　松野　精喜　87　美智子

有　安　赤星　哲夫　80　勝　子

小　鹿　村田　睦子　82　祐　輔

小　鹿　石坂　民起　89　信　子

吉　田　内村　正文　74　則　子

仁田子　吉居エミ子　77　エミ子

［

［

こうさの野菜で作ってみよう！こうさの野菜で作ってみよう！

　　1600年ごろから日本で食

べられているジャガイモ。飢餓

の時には、ジャガイモのおかげ

で生き延びた人から「お助け

芋」とも呼ばれていたそうです。

　ジャガイモに含まれるビタミ

ンＣは火を通しても壊れにくく、

また、抗ストレス作用や精神安

定、認知症の予防などいろんな

効果が期待されています。

ご存知ですか？ 作り方

①アゲは軽くたたき、一辺に切

り込みを入れて広げ袋を作り

ます。

②熱湯を①に回し掛け、油抜き

をします。同じように残りの

７枚も作っておきましょう。

③ジャガイモは、皮をむいて１

㌢角に切ってさっと水洗いを

します。

④袋状にした②のアゲに③の

ジャガイモ５～６個と卵１個

を割り入れ、こぼれないよう

にようじで縫うようにして止

めます。残り７個も同じよう

にします。

⑤鍋にだし汁と調味料を入れ火

にかけます。汁が煮立ったら

④を静かに入れて落しふたを

して中火で15分程煮ます。

じっくり煮込んだら出来上が

りです。

※お弁当のおかずに最適です。

お弁当に入れるときは、しっ

かり汁気を切ってくださいね。

編

集

後

記


